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日日本本とと共共にに戦戦っったた証証ししにに
�台湾の塔�が除幕 沖縄

沖
縄
戦
の
追
悼
施
設
で
あ
る
沖
縄
県
平
和
祈
念
公
園
（
同
県
糸
満
市
）
に
６
月
２５
日
、
台
湾

ま
つ

出
身
者
の
戦
没
者
を
祀
る
「
台
湾
の
塔
」
が
完
成
し
た
。
平
和
祈
念
公
園
に
は
各
都
道
府
県
な

ど
の
慰
霊
塔
に
加
え
、
韓
国
人
慰
霊
塔
も
あ
る
が
、
台
湾
人
慰
霊
塔
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。

沖
縄
戦
が
終
結
し
て
か
ら
７１
年
。
台
湾
人
も
日
本
と
共
に
戦
っ
た
こ
と
の
証
し
に
な
る
と
し

て
、
関
係
者
は
喜
ん
で
い
る
。

（
那
覇
支
局
・
豊
田

剛
）除幕式でロープを引く参列者＝６月２５日、沖縄県糸満市の平和祈念公園

先
の
大
戦
で
は
、
２０
万
人
余

の
台
湾
出
身
者
が
日
本
軍
の
軍

属
と
し
て
加
わ
っ
た
。
そ
の
う

ち
、
約
３
万
人
が
犠
牲
に
な

り
、
約
１
万
５
０
０
０
人
が
行

方
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
平
和

祈
念
公
園
内
に
あ
る
戦
没
者
刻

い
し
じ

銘
碑
「
平
和
の
礎
」
に
は
沖
縄

戦
の
戦
没
者
と
し
て
３４
人
の
台

湾
出
身
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

実
際
の
数
は
も
っ
と
多
い
と

み
ら
れ
る
が
、
資
料
が
な
く
調

査
も
進
ん
で
い
な
い
の
が
現

状
。
「
台
湾
の
塔
」
建
立
の
母

体
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
日
台

平
和
基
金
会
の
許
光
輝
理
事
長

は
、
「
礎
に
刻
ま
れ
て
い
る
台

湾
人
は
全
員
が
軍
人
で
民
間
人

は
一
人
も
い
な
い
。
沖
縄
戦
の

犠
牲
者
は
少
な
く
と
も
１
５
０

０
人
は
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

６
月
２５
日
、
糸
満
市
摩
文
仁

の
平
和
祈
念
公
園
の
高
台
に
あ

る
「
台
湾
の
塔
」
の
除
幕
式
お

よ
び
第
４
回
台
湾
出
身
戦
没
者

慰
霊
祭
が
催
さ
れ
、
遺
族
や
台

湾
立
法
委
員
（
国
会
議
員
に
相

当
）、関
係
者
ら
約
６０
人
が
参

加
。
塔
の
完
成
を
祝
う
と
と
も

に
、
台
湾
出
身
者
の
御
霊
に
哀

悼
の
意
を
さ
さ
げ
た
。

「
台
湾
の
塔
」
は
高
さ
４
㍍

で
、
台
湾
の
地
図
が
描
か
れ
て

い
る
。
台
座
に
は
「
総
統
・
蔡

き
ご
う

英
文
」
の
揮
毫
が
あ
る
。
今
年

１
月
の
台
湾
総
統
選
で
国
民
党

か
ら
民
進
党
に

政
権
交
代
し
た

こ
と
で
建
立
が

加
速
、
「
政
府

の
事
実
上
の
お

墨
付
き
と
な
っ

た
」
と
関
係
者

は
喜
ぶ
。

２
０
１
２
年

６
月
に
許
理
事

長
の
呼
び
掛
け

に
応
じ
た
有
志

が
集
ま
り
、
沖

縄
県
議
会
に

「
台
湾
人
戦
没

者
慰
霊
の
塔
」

建
立
に
関
し
て
陳
情
、
同
年
１０

月
に
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。と

こ
ろ
が
、
沖
縄
県
当
局
は

台
湾
政
府
ま
た
は
地
方
自
治
体

な
ど
台
湾
の
公
的
団
体
の
申
請

が
な
け
れ
ば
、
用
地
提
供
は
困

難
で
あ
る
と
の
立
場
を
取
っ
て

い
た
。
こ
う
し
た
中
、
航
空
作

戦
の
遺
族
ら
で
構
成
さ
れ
る
沖

縄
翼
友
会
（
玉
那
覇
徹
次
会

長
）
が
２
０
１
５
年
１１
月
、
塔

建
立
の
趣
旨
を
理
解
し
、
同
会

が
管
理
す
る
「
空
華
の
塔
」
の

敷
地
内
に
用
地
を
提
供
し
た
。

日
本
兵
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
配
属
さ
れ
、
現
在
は
仕
事

で
沖
縄
と
関
わ
り
を
持
つ
楊
馥

成
さ
ん
は
「
塔
の
完
成
を
ず
っ

と
待
っ
て
い
た
。
戦
後
、
日
本

兵
と
し
て
戦
っ
た
人
は
尊
重
さ

れ
ず
に
い
た
。
よ
う
や
く
仲
間

を
祀
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
話
し
た
。

２
面
に
続
く

日本初の皆既日食観測 ７面今
号
の
紙
面

続く中高生の薬物被害 １３面

家庭円満を招くいのちの言葉 １２面
「お迎えの日を迎えるまでに」 １５面

さんでーくいず ２１面 台湾の蔡英文新総統。「台湾の塔」の台座
には同総統の揮毫も（ＥＰＡ＝時事）

�
や
っ
と
仲
間
を
祀
れ
る
�
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し
た
こ
と
で
御
霊
が
喜
ぶ
」
と

表
現
し
た
。

　
親
族
が
日
本
軍
の
一
員
と
し

て
戦
っ
た
と
い
う
、
台
湾
の
人

気
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
鄭
弘
儀
さ
ん
も
参

列
。「
台
湾
人
の
慰
霊
碑
を
建

立
し
な
け
れ
ば
先
人
た
ち
の
霊

を
治
め
る
こ
と
が
で
き
ず
悲
し

い
と
思
っ
て
い
た
。
平
和
祈
念

公
園
で
全
世
界
、台
湾
の
子
孫
、

沖
縄
県
民
に
、
台
湾
が
大
東
亜

戦
争
に
参
戦
し
た
こ
と
を
知
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
塔
の

建
立
を
喜
ん
だ
。
中
国
の
覇
権

主
義
を
警
戒
す
る
鄭
さ
ん
は
、

「
昔
も
今
も
今
後
も
日
台
は
協

力
す
べ
き
だ
」と
述
べ
た
上
で
、

「
日
本
は
米
国
と
同
じ
よ
う
な

（
事
実
上
の
軍
事
同
盟
で
あ
る
）

台
湾
関
係
法
を
制
定
し
て
ほ
し

い
」
と
訴
え

た
。

　
「
韓
国
人

慰
霊
塔
が
１

９
７
５
年
、

平
和
祈
念
公

園
に
建
立
さ

れ
て
い
る
の
に
、
台
湾
の
慰
霊

塔
が
な
い
の
は
お
か
し
い
」
と

い
う
思
い
で
、
台
湾
の
塔
の
実

現
の
た
め
に
５
年
間
、
台
湾
と

沖
縄
の
関
係
各
所
を
行
き
来
し

た
許
理
事
長
。

　
現
在
は
塔
の
本
体
が
あ
る
だ

け
で
、
今
後
、
塔
の
周
辺
整
備

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
10
月
末

に
も
沖
縄
翼
友
会
と
合
同
で
竣

工
式
を
催
し
た
い
と
意
気
込

む
。

　
許
理
事
長
は
、
高
砂
義
勇
隊

も
別
途
、
顕
彰
す
る
必
要
が
あ

る
と
主
張
す
る
。
台
湾
原
住
民

に
よ
り
編
成
さ
れ
た
日
本
軍
の

部
隊
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
な
ど
密
林
の
戦
場
に

投
入
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
、

他
の
ど
の
部
隊
よ
り
も
勇
敢
に

戦
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
≪
台
湾
の
塔
に
刻
ま
れ
て
い
る
碑
文
≫

　
台
湾
之
塔
は
、
先
の
大
戦
に
台
湾
か
ら
参
戦
し
散
華
さ
れ

た
軍
人
軍
属
な
ど
の
御
霊
を
慰
霊
・
顕
彰
す
る
碑
で
あ
り
ま

す
。
本
来
在
る
べ
き
摩
文
仁
の
丘
に
戦
後
70
年
も
の
間
、
建

て
ら
れ
ず
に
い
た
事
に
心
を
痛
め
た
日
台
両
地
の
有
志
の
浄

財
を
集
め
る
こ
と
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
時
台
湾
か
ら
勇
ん
で
参
戦
し
た
20
万
余
の
軍
属
軍
人
の

内
、
約
３
万
柱
の
戦
没
者
と
１
万
５
千
余
人
の
行
方
不
明
者

は
、
共
に
我
々
の
同
胞
で
し
た
。
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
、
人

が
自
ら
の
命
を
犠
牲
に
し
て
他
者
を
救
わ
ん
と
し
た
行
為

は
、
民
族
や
国
家
の
如
何
を
問
わ
ず
、
人
道
の
範
と
し
て
称

さ
れ
語
り
継
が
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
建
立
地
と
な
っ
た
こ
の
土
地
は
、「
戦
時
中
の
御
恩
返
し

の
一
端
と
な
り
日
本
と
台
湾
の
交
流
・
日
台
親
善
の
懸
橋
と

も
な
れ
ば
是
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
」
と
し
て
、
沖
縄
翼
友

会
よ
り
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
日
台
間
の
恩
義
に

よ
り
結
ば
れ
る
絆
が
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
人
々
の
希
望
と
成

ら
ん
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
此
処
に
台
湾
之
塔
の
建
立
を
も
っ
て
御
霊
の
安
ら
か
ん
こ

と
を
願
い
、
こ
の
塔
を
訪
れ
る
全
て
の
人
々
が
先
人
の
恩
義

に
優
る
交
流
を
心
掛
け
ら
れ
る
事
を
祈
念
致
し
ま
す
。

会
や
遺
族
に
よ
る
慰
霊
祭
が
随

時
斎
行
さ
れ
て
い
る
が
、
台
湾

出
身
者
を
対
象
と
し
た
慰
霊
祭

は
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
12

月
４
日
、
李
登
輝
学
校
日
本
校

友
会
が
中
心
と
な
っ
て
第
１
回

「
台
湾
出
身
戦
歿
者
慰
霊
祭
」

が
実
施
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
関
係
者
の
協
賛
に

よ
っ
て
平
成
21
年
か
ら
「
永
代

神
楽
祭
」
の
中
で
、
毎
年
11
月

23
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
台
湾
に
は
台
湾
出
身

戦
歿
者
を
祀ま
つ

る
所
と
し
て
、
台

中
市
・
宝
覚
禅
寺
境
内
に
建
立

の
「
霊
安
故
郷
碑
」（
李
登
輝

元
総
統
揮き
毫ご
う）、
新
北
市
・
烏

来
の
高
砂
義
勇

隊
慰
霊
碑
（
李

登
輝
元
総
統
揮

毫
）、
新
竹
市・

北
埔
郷
の
南
天

山
済
化
宮
、
高

雄
市
・
旗
津
の
戦
争
と
和
平
記

念
公
園
な
ど
４
カ
所
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
台
湾
の
日
本
人
墓
地

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
台

湾
日
本
人
会
主
催
で
慰
霊
祭
が

昭
和
36
年
か
ら
毎
年
、
台
北
、

台
中
、
高
雄
の
３
カ
所
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。

　
沖
縄
戦
の
台
湾
人
追
悼
施
設

「
台
湾
の
塔
」
以
外
に
、
広
島

県
の
比
治
山
陸
軍
墓
地
に
昭
和

39
（
１
９
６
４
年
）
10
月
建
立

の
「
大
東
亜
戦
争
台
湾
出
身
戦

没
者
供
養
碑
」
が
あ
る
。
ま
た

東
京
・
奥
多
摩
町
の
小
河
内
ダ

ム
（
奥
多
摩
湖
）
畔
の
笠
松
展

望
園
に
も
慰
霊
碑
と
慰
霊
塔
が

建
立
さ
れ
て
い
る
。

　
奥
多
摩
の
こ
の
慰
霊
碑
は
昭

和
50
年
８
月
に
、
ま
た
慰
霊
塔

は
同
53
年
11
月
、
台
湾
出
身
戦

歿
者
慰
霊
祭
奉
仕
会
に
よ
っ
て

隣
り
合
う
よ
う
に
建
て
ら
れ

た
。

　
慰
霊
碑
は
台
湾
の
花
蓮
か
ら

運
ば
れ
た
大
理
石
で
で
き
て
お

り
、「
台
湾
出
身
の
戦
没
者
の

方
　々
あ
な
た

方
が
か
つ
て
わ

が
国
の
戦
争
に

よ
っ
て
尊
い
命

を
う
し
な
わ
れ

た
こ
と
を
深
く

心
に
き
ざ
み
、
永
久
に
語
り
伝

え
ま
す　
ど
う
ぞ　
安
ら
か
に

永
眠
し
て
下
さ
い
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
。

　
慰
霊
塔
は
、
台
湾
原
住
民
の

「
高
砂
族
」
が
持
つ
蕃
刀
が
か

た
ど
ら
れ
、
天
に
向
か
っ
て
真

っ
す
ぐ
に
聳そ

び
え
て
い
る
。

　
こ
の
慰
霊
碑
・
慰
霊
塔
が
建

立
さ
れ
た
笠
松
展
望
園
か
ら

は
、
台
湾
の
中
部
に
位
置
す
る

湖
・
日
月
潭
に
類
似
す
る
奥
多

摩
湖
が
一
望
で
き
た
と
い
う
。

し
か
し
現
在
で
は
、
木
々
の
合

間
に
奥
多
摩
湖
が
見
え
隠
れ

し
、
一
望
と
は
言
え
な
い
景
色

に
な
っ
て
お
り
、
関
係
者
ら
か

ら
は
こ
れ
を
残
念
に
思
う
声
が

多
く
上
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
靖
國
神
社
で
は
戦
友

　
∧
投
句
規
定
∨
住
所・氏
名
を
明
記
の
上
、
は
が
き
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
雅
号
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
も

可
。
掲
載
分
に
は
薄
謝
を
お
送
り
し
ま
す
。
あ
て
先
＝

〒
１
７
４

｜

０
０
４
１　
東
京
都
板
橋
区
舟
渡
２
の

６
の
25　
世
界
日
報
社
「
さ
ん
で
ー
川
柳
」
係
。（
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
３
︱
３
５
５
８
︱
３
５
１
９
）

風
鈴
に
セ
ミ
が
と
ま
っ
て
二
重
奏

汗
の
シ
ャ
ツ
殻
か
ら
抜
け
る
よ
う
に
脱
ぐ

候
補
者
の
思
惑
見
え
て
背
を
向
け
る

父
の
背
を
流
し
達
者
を
た
し
か
め
る

京
都
府　
　
　
井
伊
莞
爾

長
崎
県　
　
　
阿
世
知
蓮

東
京
都　
　
　
　
　
信
治

群
馬
県　
　
か
ら
っ
か
ぜ

　
慰
霊
祭
に
は
、
学
生
団
体
ら

が
立
法
院
（
国
会
）
を
占
拠
し

た
「
ひ
ま
わ
り
学
生
運
動
」
の

流
れ
を
く
む
新
政
党
「
時
代
力

量
」
所
属
の
立
法
委
員
、
林
昶

佐
氏
と
高
潞
以
用
氏
が
参
列
し

た
。

　
林
委
員
は
、「
全
世
界
が
第

２
次
世
界
大
戦
な
ど
戦
争
が
繰

り
返
さ
れ
た
歴
史
を
認
識
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
し
、
台

湾
の
若
者
に
真
実
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
強
調
し
た
。

　
台
湾
の
最
大
原
住
民
で
あ
る

ア
ミ
族
出
身
の
高
潞
委
員
は
、

「
塔
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て

全
世
界
に
台
湾
を
知
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
大
戦
の
事
実
を

世
界
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
う

れ
し
い
」
と
述
べ
た
。
そ
の
上

で
「
日
本
と
台
湾
は
運
命
共
同

体
。
70
年
来
、
台
湾
と
日
本
の

意
思
疎
通
は
絶
え
る
こ
と
が
な

い
」
と
日
台
連
携
の
重
要
性
を

強
調
し
た
。

　
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処

那
覇
分
処
の
蘇
啓
誠
処
長
は
祝

賀
の
あ
い
さ
つ
で
「
塔
が
完
成

１
面
か
ら
の
続
き

慰霊祭後の直会であいさつする林昶佐立法委員
＝６月25日、沖縄県糸満市の平和祈念公園

「
高
砂
義
勇
隊
の
顕
彰
も
」

日
台
の
意
思
疎
通
は
促
進

許
光
輝

理
事
長

東
京
に
も「
供
養
碑
」

台
湾
４
ヵ
所
に
戦
没
者
碑
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